
林業試験場試験研究課題

研究期間 担当研究室

R1～R4 森林管理

R2～R4 森林管理

R3～R6 森林管理

R3～R6 森林管理

R4～R6 森林管理

R4～R7 森林管理

R4～R6 森林管理

R4～R6 森林管理

(4)山地災害リスクを考慮した適
正な作業システムの選定技術の
確立

　山地災害リスクを含む山の地形条件に応
じた作業システムを適正に選択する手法と
架線系を選択した場合の効率的な作業ポイ
ントの設定手法について検討する。

(1)無花粉スギ等の着花特性等調
査

(2)山地災害リスクを考慮した森
林路網整備に関する研究

　国土保全と林業振興の両立を実現させる
ため、山地災害リスクと経済性を考慮した
路網評価に関する研究を行う。

(5)山地災害リスクを考慮した森
林整備手法の検討

　斜面崩壊防止に重要な役割をはたしてい
る「要木」の保全・育成方法について検討
し、災害リスクの高い場所での土砂移動抑
制効果を維持した効率的な森林整備方法を
確立する。

(6)ナラ枯れ跡地における更新に
関する研究

　過去のナラ枯れ跡地の植生状況を調査す
ることで、ナラ枯れ跡地の健全な森林への
回復判定指標を作成する。

2 森林造成に関する共同研究
（受託研究）

　林業試験場が開発した無花粉スギ等の着
花特性調査及び種子生産特性調査を行う。

試　験　研　究　項　目 研　　　究　　　内　　　容

1 森林造成に関する研究

(1)鳥取県でのカラマツの育苗・
植栽技術の確立

　鳥取県に適したカラマツの育苗技術を確
立し、標高別植栽地で成長量を比較し、シ
カ食害耐性を明らかにする。

(2)原木シイタケの虫害に関する
研究

　原木シイタケ生産において一大害虫であ
るシイタケオオヒロズコガ類の被害を減
少、子実体への幼虫の混入を減少させる技
術を開発する。

(3)再造林の推進に向けたコンテ
ナ苗の通年植栽試験

　通常と異なる植栽時期にコンテナ苗と裸
苗を植栽し、苗木の活着や成長（樹高、直
径）を調査し、本県の気象条件での植栽時
期の限界を明らかにする。

11　 試　験　研　究
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研究期間 担当研究室

R2～R7 木材利用

R2～R6 木材利用

R2～R4 木材利用

R4～R8 木材利用

R4～R7 木材利用

(2)樹齢に応じた「県産スギ材の
良さ」に関する研究

　適材適所での利活用の推進による県産ス
ギ材の付加価値販売を目標に、県産スギ材
の樹齢に応じた材質特性（良さ）を数値的
に明らかにする。

試　験　研　究　項　目 研　　　究　　　内　　　容

(3)燃料用チップの地域内安定供
給体制整備のための研究

　地域内での木質バイオマスのエネルギー
利用を推進するため、チップ原木の簡易な
含水率判定手法の開発と山林内での原木乾
燥マニュアルを作成する。

(4)ＣＬＴラミナの乾燥品質向上
に係る研究

　ＣＬＴを構成する素材であるラミナ（挽
き板）の品質向上と県産ＣＬＴの普及を拡
大させるため、ラミナの乾燥技術の確立を
図る。

(5)鳥取県内に造林されたカラマ
ツの育成状況と材質に関する研
究

　県内で植栽が進んでいるカラマツの生育
に適した環境と材質特性を明らかにするこ
とにより、県内における造林樹種の選択肢
の拡大を図る。

3 木材の加工・利用に関する研
究

(1)県産材の建築用途を拡げるＪ
ＡＳ規格材の利用技術に関する
研究

　県内で生産が本格化されるＪＡＳ規格材
について、市場で入手しやすい寸法での材
料品質及び接合性能を明らかにし、製材品
生産や建築設計に必要な基礎資料を得る。
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